
第３号様式（第15条関係〕

事業者排出量削減報告書
■● 

刑 。nｺ【

謹薑韓臺 蕊薑鐵薑

注Ｕ談苔する□にl土、レ印を記入してください．特定耶業荷以外の耶乗布罎の方はし印の鉦人は不要です．

２「醒婚年度」とは計画期間の前41:度を、「ロ頚年度」とは計画jilrMlの最終年度を、「繊告年度」とIま:十Ifji期1mのうち、今[｡l轍告の対象となる年度をいいます。

’３「事業所等排出区分」とはjX都府内の平業所淳の本業活動のためのニネルギーの使用に伴い発生する遡室効果ガスを、「輸送rIz両排出lX分」とIま自動血運送本栗石については使用の本拠の位匠を京都府内とす-ろⅢIAi
の排11Iする魁室効果ガス芒、鉄道平業者については保有する貨物mIUhi又は旅容肛I苗iの排出するi且索効果ガスを、「その他排出区分」とは上記以外の京稲府内における巾乗所募の本業活動に伴い発生する沮宝効果ガス
をいいますと

４「原川1位当たりのilA嚢効果ガス排出赴尋」の「用途区分」には．ＣＯ工M1、堀務研などの用途を記入してください。「原単位の桁標ｊには．分子の「二鹸化炭素換算」の下に分母となる栃標（生産数量．延べ床面
積、走行距離苧）を記入してください。

５「その他の地球祖暖化対筑による魁室効果ガスの削波且等」のうち「森林の保全及び堕備」の「ロ標年度（計画）」欄には#I画期M)中のロ標の累計を、「搬告年度（糞紙）」楓にI±爽細の累計を記入してください，

６「特記事項」には．平成２年度（１９９０年度）を鵡蝋とした排lil低の対比や、省エネ製品閲発など他呑の沮壷効果ガス排1M削滅への貫献､グリーン鋼逆の採剤、特定フロンなどの条例術定外の温室効ALガスの削滅
などを記入してください。

住所（法人にあっ
ては、主たる事務

所の所在地）
京都府舞鶴市平１０００番地

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代

表者の氏名〉

林ベニヤ産業株式会社舞鶴工場

取締役工場長藤原仁司

卒業者の主たる
業種 木材木製品製造業

該当する率業者
要件

「ロ

痕京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当卒業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上）〕

r弓
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

ｒ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号核当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 ２０年４月～２３年３月

基本方針
エネルギー消費効率の改善により５％以上のＣＯ２削減を目指します。

(21>1Ｌ２％減）

推進体制 エ場長をリーダーとする対策本部の股囮と実施計画の策定や取組み実績の管理を行なう
(21>上記体制を維持しています）

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体

的な取組及び槽
図の状況

年度

20～2２ 

20～2２ 

設備、対象、工程等

工場製造部門

工場製造部門

措囲内容

動力設臓の省エネ化と榊内及び＃｢務所の照明設徽の省電力化により電気便111鮭を５％削減する。（21>8.9％削減〉

生産ラインの統合等によりフォークリフトの台数を減らし軽iIll便Ⅲ戯を５％削減する。（21>4.0％1N）

潟室効果ガスの
排出趣等 排出区分

Ａ･事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基迦年度（実績）

(１９）年度
(二酸化炭素換算〉

ロ、>JT-F2>上ｈｐＩＩ型Uノ

(２２）年度
(二鮫化炭素摸Z1i）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(２１）年度
(二鹸化炭素換揮）

増減率
(実績）

5,733.0ｔ 5,447.0ｔ －５．０船 5,093.5ｔ -11.2％ 

ｔ ｔ 船 ｔ 船

ｔ ｔ 船 ｔ 外

＊１ 5,733,0ｔ ＊２5,447.0ｔ -5.0軸 *45,093.5t -11.2％ 

原単位当たりの

温室効果ガス排
出竝等

用途区分 原単位の指標

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

二酸化炭累換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 墹滅率（iIf面） 報告年度（実績） 増減率（夷散）

船 ％ 

船 ０ノ
ノ①

船 (脇

その他の地球温
暖化対策による

温室効果ガスの
削減辻等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力

又は熱の供給

グリーン電力の鱗入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）
取組且尋 (二鹸化炭紫換節）

<離備面荊） hａ (吸収趾） ｔ 

<ｷﾞﾘ用且） 1,2 １１ﾘ域赴） ｔ 

(発魁趾） kwｈ 域劇） ｔ 

(熟供給1Mｔ） GＪ 削減趾） ｔ 

(NII入且） kwｈ ﾊﾞﾘ波趾） ｔ 

(嚇入砥） ｔ (肺j減量） ｔ 

＊;】ｔ

報告年度（実績）

取組nt等 (二破化炭累換煉〕

(整備面積） hａ 吸収杜） ｔ 

(\|｣用、） ｍユ ｉＩ城国 ｔ 

(売地肚） kwｈ ｌｌＩ城囲 ｔ 

(熱供給乱） GＪ nlI減価 ｔ 

(幽入趾） kwｈ Fill減且 ｔ 

(Hjl入趣） ｔ (即｣減量） ｔ 

＊５ｔ 

差弓|排出趣

(排出合計一iiI波導合計）

基箪年度（実績）

＊1 ５p733.0ｔ 

目標年度（計画）

(．g)-(･3）5,447.0ｔ 

増減率（3卜画）

-5.0％ 

報告年度（実績）

(中仙－仏5） 5,093.5ｔ 

墹滅率（実紙）

-11.2％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

特記事項


